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論文内容の要旨

ヒトの学習能力の進化と適応を明らかにするためには，現生の霊長類の具体的な学習行動を通じた比較

研究が不可欠である。

原猿はヒトに至る真猿を生み出した母体として，霊長類の進化学の中で基盤的位置を占めているクツレー

プである。それにもかかわらず，原猿の研究は極めて遅れており，未知の要素があまりにも多いのが現状

である。原猿はまたその特性からみても明らかなとおり，学習能力と中枢神経系や生活様式の対応を考え

るのに極めて好適な対象といえる。

学習能力種間比較の有効な方法としては学習セット形成を挙げる乙とができ，したがって原猿のさまざ

まな種において乙れを検討し比較する乙とがきわめて重要となる。

乙のような問題を背景として，本研究においては，原猿亜日の中の 4種を対象lとその学習セット形成を

実験的に調べて種間比較を行い，その差異について分析を加え，さらに脳の発達や生態学的特性との関連

を考察し，過去のさまざまな真猿の学習成績との比較を行い，学習能力の発達の傾向を検討した。

原猿亜目はその一半を夜行性の種が占めており，本研究の対象として夜行性のスローロリス( 6 頭) , 

オオガラゴ( 5頭)と昼行性のワオキツネザル( 5 頭) ，コモンツパイ( 6 頭)を用いた。実験装置とし

てWGTA を使用し，予備弁別 3 2 問題，本弁別 300問題を課題として次々に与えて行き，学習セットの

形成を種毎に調べた結果，形成の指標である第 2 試行平均正答率はコモンツパイ→オオガラゴ→スローロ

リス→ワオキツネザ、ルの順に上昇する傾向が明らかになった。また単一の弁別課題に対する完全学習実験

を各種 2-3頭の被験体について行ったと乙ろ，いずれの種においても同程度の速さで基準に到達し. 4 

種間で基本的な弁別能力に差はないことがわかった。
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乙の 4種の学習セット形成の差が生じた背景を探るために，先ず、Hypothesis Behavior Model を

適用し 4種における反応分析を行ったと乙ろ，刺激に関する Win- stay -Lose -shift の要因が学習

セット形成と同じ種差の傾向を示しているほか，種によってエラー要因の種類やその程度が異なっている

ことがわかった。

次lζ高度な学習の基盤である脳の新皮質の発達度をみるため， Size lndex , Extra Cortical 

Neuron , Extra Cortical Tissue 及び新皮質/延髄比の 4種類の指標を用いて 4種間で比較した

と乙ろ，いずれの指標においても学習セット形成と同様に，コモンツパイ→オオガラゴ、→スローロリス→

ワオキツネザ、ルの順に発達度が高まる乙とがわかった。さらに，活動リズム，社会構造，行動圏の 3 点を

中心に学習行動と生活様式との関連付けを試みたと乙ろ，学習セット形成の高い種ほど生活場面における

外界からの情報の受容及び処理がより増大し複雑化する傾向が認められた。

最後に総合論議として，今回の 4種の原猿を含めて乙れまでに報告されてきた霊長類の広範なF種の学習

セット形成の成績を同一軸上に並べ，原猿，新世界ザ、ル，旧世界ザ、ル，類人猿の分類群毎に学習曲線の分

布域をとったところ，原猿→新世界ザ、ノレ→旧世界ザ〉レ→類人猿のJI固に分布域の上限が上がっていく乙とと

同時に， 4群の分布域の聞に大きな重複がみられる乙とも明らかになった。また前出の 4種類の神経学的

発達指標をこの 4 群lζ適用したと乙ろ，群毎の平均値は原猿→新世界ザ、ル→旧世界ザ、ノレ→類人猿のI1債に増

大するが，各群の最小・最大の範囲に着目すると，群聞に大きな重複が認められた。これは学習セット形

成においてみられたものと同様の傾向であり，霊長類の学習能力は分類群間で隔絶するような上下の階層

構造を持つものではなく，むしろ分類群間でかなりの重複がある乙とを示すものであるo 乙のように学習

セット形成は分類群内の種差と分類群聞の重複を反映するという点で，霊長類の学習能力をより実際に近

い形でとらえる乙とができる有効な指標と結論できる。

論文審査の結果の要旨

ヒトの学習能力の進化をきわめることは複雑多岐にわたる人類進化学のテーマの中でも最大焦点、の一つ

である。学習行動には化石の証拠がなく，追求のアフ。ローチとして現生霊長類の学習行動の比較研究は不

可欠である。そして原猿はヒトに至る霊長類の基盤的位置を占めるので，乙の原猿の学習能力の比較研究

は極めて重大な意義を持つ。ところがこの点に関する研究が従来全くといっていい程，行われていなかっ

た。本研究は乙の点に着目し，原猿の各科にわたるコモンツパイ，スローロリス，オオガラゴ，ワオキツ

ネザルの 4種について学習セット形成を詳細に比較検討した。結果はコモンツパイ→オオガラゴ→スロー

ロリス→ワオキツネザノレの順に能力の上昇を認める乙とが出来た。乙の傾向は大脳新皮質の進化の尺度と

もよく照合し，乙乙に全く先行実験のない貴重な成果を得ている。

審査委員会は以上の論文内容の結果をふまえて，本論文が学術博士の学位を授与するに充分であると判

定した。
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